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2023 年 2 月 6 日

【
う
ら
へ
続
く
】

大
軍
拡
も
大
増
税
も
Ｎ
Ｏ
！

賃
金
あ
げ
て
消
費
税
さ
げ
る
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

子
育
て
支
援

教
育
費
負
担
の
抜
本
的
軽
減
を

      

志
位
委
員
長
　
代
表
質
問
で
追
及

　

岸
田
首
相
は
「
異
次
元

の
子
育
て
支
援
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
が
、
一
番
大
事

な
問
題
が
抜
け
落
ち
て
い

ま
す
。
政
府
が
２
０
２
０

年
に
行
っ
た
意
識
調
査
で

は
、
育
児
支
援
の
施
策
と

し
て
何
が
重
要
か
と
の
設

問
へ
の
回
答
の
第
１
位
は

「
教
育
費
の
軽
減
」
で
69
・

７
％
で
す
。

  

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
は
１
月
26
日
の
衆
院

金
制
度
、
義
務
教
育
で
の

給
食
費
な
ど
重
い
負
担
を

あ
げ
、「
こ
の
中
の
一
つ
で

も
抜
本
的
に
改
善
の
メ
ス

を
入
れ
る
意
思
は
あ
る

か
」と
追
及
。
し
か
し
、首

相
は
「
年
齢
、
性
別
を
問

わ
ず
皆
が
参
加
す
る
、
次

元
の
異
な
る
少
子
化
対
策

を
実
現
し
た
い
」
と
述
べ

る
だ
け
で
す
。

　

日
本
の
教
育
費
へ
の
公

的
支
出
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
37
カ
国
中
36

位
と
最
低
水
準
で
す
。
志

位
氏
は
、
来
年
度
予
算
案

の
文
教
費
の
増
加
率
は

０
・
３
％
で「
物
価
高
騰
の

も
と
実
質
で
は
マ
イ
ナ
ス

だ
」
と
し
て
、
教
育
予
算

の
抜
本
的
な
増
額
を
要
求

し
ま
し
た
。

　

２
月
も
値
上
げ
ラ
ッ

シ
ュ
。「
食
品
は
実
質
値
上

げ
も
含
め
て
５
０
０
０
品

目
に
も
お
よ
ぶ
」「
１
月
の

都
内
の
物
価
は
４
・
３
％

上
昇
し
た
」「
電
気
代
も
上

が
っ
て
い
る
し
、
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
」「
大
幅
賃

上
げ
と
消
費
税
の
減
税
を

や
っ
て
も
ら
い
た
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

学術会議法 改悪中止せよ
学者ら 1200 人の署名提出

　

日
本
学
術
会
議
法
改
悪

案
の
策
定
中
止
を
求
め
て

い
る
「
大
学
の
危
機
を
の

り
こ
え
、
明
日
を
拓ひ
ら

く
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
白
川
英

樹
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
、

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞

者
）、広
渡
清
吾
（
日
本
学

術
会
議
元
会
長
）
氏
ら
48

人
の
学
者
が
呼
び
か
け
人

と
な
り
、
１
月
７
日
に
声

明
を
発
表
。
賛
同
者
が

１
２
０
０
人
を
超
え
、
呼

び
か
け
人
ら
が
24
日
、
内

閣
府
に
署
名
簿
と
声
明
を

提
出
し
ま
し
た
。

　

会
見
で
本
田
由
紀
・
東

京
大
学
教
授
は
、
学
術
会

議
が
「
政
府
の
望
む
こ
と

だ
け
」
を
や
る
よ
う
に
な

れ
ば
「
独
裁
国
家
」
に
な

る
と
警
告
。
野
中
郁
江
・

明
治
大
学
名
誉
教
授
は
、

「
学
術
会
議
解
体
法
」が
通

れ
ば
、「
戦
後
の
学
問
の
自

由
の
世
界
は
終
わ
っ
て
し

ま
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

い
」「
教
職
員
や
公
務
員
が

多
か
っ
た
」「
大
英
博
物
館

も
休
館
に
な
っ
た
」「
物
価

高
騰
に
見
合
う
賃
上
げ
に

背
を
向
け
る
保
守
党
政
権

へ
の
抗
議
の
声
だ
」「
日
本

　

イ
ギ
リ
ス
で
50
万
人
の

賃
上
げ
ス
ト
（
１
日
）。

「
50
万
人
参
加
と
は
す
ご

代
表
質
問
で
、
高
す
ぎ
る

学
費
や
入
学
金
、
若
者
に

借
金
を
背
負
わ
せ
る
奨
学
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

で
も
春
闘
を
が
ん
ば
ろ

う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
会
。「
志
位
さ
ん
は
軍

拡
問
題
に
し
ぼ
っ
た
鋭
い

質
問
だ
っ
た
が
、
岸
田
首

相
は
正
面
か
ら
答
え
ず
、

は
ぐ
ら
か
し
に
終
始
し

た
」「
ア
メ
リ
カ
の
戦
略
に

つ
い
て
の
質
問
で
、
日
本

は
ア
メ
リ
カ
の
手
の
ひ
ら

で
や
っ
て
い
る
こ
と
が
よ

く
分
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
岸
田
首
相
の
外
遊
先

で
長
男
の
首
相
秘
書
官
が

首
相
の
手
土
産
を
購
入
。

岸
田
首
相
は
こ
れ
を
公
務

だ
っ
た
と
明
言
し
た
」「
あ

き
れ
た
。
こ
ん
な
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

自
衛
隊
の
立
川
基
地
に

オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
来
（
１

日
）。「
す
ご
い
騒
音
だ
っ

た
」「
木
更
津
基
地
の
オ
ス

プ
レ
イ
で
今
後
月
に
数
回

飛
来
す
る
と
い
う
」「
こ
ん

な
訓
練
や
め
て
も
ら
い
た

い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

関
西
電
力
高
浜
原
発
が

緊
急
停
止(

30
日
)
、「
４

号
機
で
中
性
子
が
急
に
減

少
し
た
た
め
と
発
表
し

た
」「
以
前
に
も
４
号
機
で

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ

た
。
老
朽
原
発
は
直
ち
に

廃
止
す
べ
き
だ
」

日
本
共
産
党
の
外
交
ビ
ジ
ョ
ン

戦
争
起
こ
さ
せ
な
い
外
交
を

包
摂
的
な
平
和
の
枠
組
み
で

　

あ
ら
ゆ
る
紛
争
を
国
連

憲
章
に
基
づ
き
平
和
的
な

話
し
合
い
で
解
決
す
る
。

あ
れ
こ
れ
の
国
を
排
除
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
の

す
べ
て
の
国
を
包
摂
す
る

原
則
に
立
っ
て
平
和
の
枠

組
み
を
築
い
て
い
く
。
こ

れ
が
日
本
共
産
党
の
外
交

ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

　

い
ま
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
Ｅ

Ａ
Ｓ
（
図
）
を
強
化
し
て
、

        「戦争か、平和か」の歴史的岐路
     強く大きな党をつくり、躍進・勝利を

日本共産党オンライン東京演説会
２月 11 日（土・祝）14：00 ～ 16：00
　　メイン弁士　志位和夫委員長
YouTube@JCPTOKYO でご覧になれます

　
　

×　
　
　
　

×

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
感
染
者
は
減
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
が
、
病
院

は
逼
迫
し
て
い
る
」「
新
し

い
新
型
コ
ロ
ナ
の
変
異
株

も
で
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

広
域
窃
盗
事
件
。「
闇
サ

イ
ト
で
外
国
か
ら
実
行
者

を
募
り
、
指
令
を
し
て
い

た
」「
資
産
家
で
な
く
て
も

Ｉ
Ｐ
）
の
実
現
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
日
本
も
米

国
も
中
国
も
こ
の
構
想
に

支
持
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
を
も
つ
日
本
は
、

こ
の
構
想
が
実
る
よ
う
に

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

狙
わ
れ
て
い
る
。
事
前
に

様
子
を
探
っ
て
い
る
ら
し

い
」「
不
安
な
の
で
カ
メ
ラ

付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
つ

け
よ
う
と
思
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

立
春
（
４
日
）。「
寒
い

日
が
続
い
て
い
る
」「
窓
断

熱
の
取
り
付
け
作
業
を
し

た
」

横田基地周辺など PFAS 汚染
血中濃度  環境省調査上回る
　市民団体が中間結果公表 

　

米
軍
横
田
基
地
周
辺
な

ど
多
摩
地
域
の
井
戸
水
や

井
戸
水
利
用
の
水
道
水
か

ら
人
体
に
有
害
な
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

が
見
つ
か
っ
て
い
る
問
題

で
、
市
民
団
体
が
住
民
を

対
象
に
行
っ
た
血
中
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
濃
度
調
査
の
中
間
結

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
国
分
寺
市
、
小

平
市
な
ど
７
市
の
87
人
に

実
施
。
国
分
寺
市
の
65
人

は
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
属
す
る

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な

ど
４
化
合
物
の
濃
度
が

２
０
２
１
年
の
環
境
省
調

査
の
数
値
を
上
回
り
ま
し

た
。

　

日
本
に
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血

中
濃
度
に
関
す
る
基
準
値

は
な
く
、
濃
度
が
超
過
し

た
場
合
に
特
別
の
注
意
を

勧
め
て
い
る
米
国
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
値
を
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
と

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
で
超
え

て
い
た
の
は
、
全
体
で
36

人
、
国
分
寺
市
で
は
65
人

中
33
人
（
50
・
７
％
）
で

し
た
。

　

井
戸
水
を
飲
料
水
と
し

て
常
用
し
て
き
た
住
民
た

ち
は
、「
衝
撃
的
な
結
果

だ
」「
流
出
し
た
汚
染
物
質

の
量
や
流
路
に
つ
い
て
調

べ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て

い
ま
す
。

東
ア
ジ
ア
を
戦
争
の
心
配

の
な
い
地
域
に
し
よ
う
と

い
う
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
イ

ン
ド
太
平
洋
構
想
」（
Ａ
Ｏ


